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【方法】ラットを 2 群に分け、レゴラフェニブ群では MCT 投与の 36、12 時
間前にレゴラフェニブ（6mg/kg）を、コントロール群では同量の溶媒を投与し











有意に良好であった (26.7%対 6.7%, P<0.05)。 レゴラフェニブ群ではザイモ
グラフィーの結果、SOS の進展に重要な役割を果たす MMP-9 の活性が有意に
抑制されており、ウエスタンブロットでは、MMP-9 の活性に必要な
extracellular signal-regulated kinase (ERK) のリン酸化が有意に抑制されて
いた。 
【考察】レゴラフェニブは SOS の進展を促進する因子である MMP-9 の活性

















た、レゴラフェニブ投与は SOS の進展を促進する因子である MMP-9 の活性お






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるもの
と認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 2 月 12 日実施の論文内
容とそれに関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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